
2007年１月、北海道医

療大学薬学部に最先端の

実習教育を行う「中央講義棟」が完成した。

最新の設備を持つ「中央講義棟」は、ＳＧＤ（鉄

骨鉄筋コンクリート）構造、総面積4612.78

㎡の３階建て。全館冷暖房設備に「氷蓄熱電気

式ヒートポンプ」が採用され、各窓には自然

光を採り入れるライトシェルフも設置するな

ど、省エネを意識した設備が特徴だ。雪国ら

しく、他校舎とは“中空路”で結ばれている。

中央講義棟には「薬学臨床実習室」があり、

これまでの模擬薬局実習

室の機能をさらに強化し

た調剤室、無菌製剤室、

注射管理室、ベッドのあ

る病室など、本物志向の設備が整えられてい

る。長期実務実習の各場面を想定した充実の

設備で、事前実習が行われることになる。

さらにＣＡＬＬ教室や大講義室、ＳＧＤを

想定した少人数用の演習室なども備えられて

おり、現４年制学生を含め臨床教育の充実が

図られている。

平成20年５月１日（木曜日） 第13号薬　学　生　新　聞 （５）
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